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実験 1 -1 .呼吸化学調節因子と翼突咽頭筋および口蓋帆挙筋の筋活動の関係





Pa02 , PaC02 値の測定を行った。
実験 1 -2 肺伸展が翼突咽頭筋および口蓋帆挙筋に及ぼす影響
呼吸バックより気管チュープを介して安静時の一回換気量の1. 5----- 3 倍 (300-----600 ml)の混合ガス (21%の酸素ガス
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と 79%の窒素ガス)を肺内に 3 秒以内の短時間で送気することにより肺を伸展させ，そのときの，翼突咽頭筋および口
蓋帆挙筋筋活動を観察した。
実験 2 翼突咽頭筋の機械的収縮特性
実験 2 -1 等尺性単収縮の測定
翼突咽頭筋を翼突鈎より尾側へ約 3cm のところで切断し，実験側筋とした。切断端を手術用絹糸を介して， FD ピ
ックアップに接続し高感度 DC アンプを介し，データーレコーダーにて発生張力を記録測定した。筋への刺激は，双極
白金電極を筋腹に挿入し刺激電極とし，電気刺激装置を用しh アイソレーターを介して行った。刺激条件は，持続0.1
msec の単一矩形波刺激とし，電圧を 0~8v まで漸次増大させ発生張力ならびに収縮時間を測定した。
実験 2-2 反復刺激による発生張力と収縮速度変化
反復刺激下での発生張力ならびに収縮速度を測定した。収縮速度は発生張力を高感度 DC アンプにて増幅したのち
微分演算ユニットを介しデターレコーダーにて測定記録した。筋への刺激は持続0.1 msec，電圧 7 v, 1~300 Hz の矩
形波で刺激し，誘発された等尺性収縮の発生張力ならびに収縮速度を測定した。
実験 2 -3 : active state plateau の持続時間の測定
active state plateau の持続時間の測定は Macpharson & Wilkie の方法に従い，等尺性単収縮と等尺性強縮の収縮
速度曲線の収縮開始時点から両曲線の分離する時間を測定した。筋への刺激は単収縮誘発には持続0.1 msec，電圧 7v
の単一矩形波刺激で，強縮誘発には interval の短いぺアパルス(持続0.1 msec，矩形波刺激)で行い，ペアパルスの
interval を 10 msec から 2 msec まで 1 msec 毎に変化させた。
[結果]
実験 1 -1 :安静呼吸時には，口蓋帆挙筋は呼吸性の筋活動を示さないが翼突咽頭筋は呼気に同期した phasic な筋
放電を示した。再呼吸により Pa02 を低下， PaC02 を上昇させると口蓋帆挙筋，翼突咽頭筋ともに呼気に同期した筋
放電を示すようになるが， Pa02 が40 mmHg 以下の低酸素状態では口蓋帆挙筋の呼気に同期した呼吸性の筋放電は継
続するが，翼突咽頭筋では呼吸性放電は漸次減少した。
実験 1- 2 : 3 秒以内の短時間で肺伸展させると，口蓋帆挙筋は一過性の高い振幅の筋放電と低い振幅の筋放電の 2
種類のパターンの反応が観察された。一方，翼突咽頭筋は一過性の高か振幅の筋放電のみ観察された。
実験 2 -1 :翼突咽頭筋の等尺性単収縮の発生張力は筋への刺激電圧が 7v で最大となり， contraction time は
30.3:!: 5.3 msec, half relaxation time は23.0:!::5.4 msec であった。これに対し，口蓋帆挙筋の contraction time は
42.5:!:4.6 msec , half relaxation time は32.0 士 5.6 msec であった。
実験 2 -2 :翼突咽頭筋に対する反復電気刺激時には刺激頻度が20 Hz 付近で加重が起こり， 85 Hz で発生張力が最
大となり，さらに刺激頻度増大させると発生張力は徐々に減少した。最大強縮時の tetanus twitch tension ratio は
8.1 :!:2. 7であった。収縮速度は， 125 Hz 付近で最大となり，単収縮時の3.5倍となり，さらに刺激頻度を増加させると
収縮速度は次第に減少した。一方，口蓋帆挙筋に対する反復電気刺激時には70 Hz で発生張力が最大となり，最大強縮
時の tetanus twitch tension ratio は4.9 :! 2 . 3 msec であった。
実験 2 -3 :翼突咽頭筋の active state plateau の持続時間の測定では等尺性強縮を誘発するペアパルスの interval
を 10 msec から短縮させるに従い両曲線が分離する時間は短くなわペアパルスの interval が 3""'__4 msec の間で両曲
















頭筋は口蓋帆挙筋より contraction time が短くより速筋に近い性質を持つことが明らかとなった。
本研究は鼻咽腔閉鎖運動の生理学的な背景を解析する上で重要な知見を得るものであり，博士(歯学)の学位請求
に十分値するものと認める。
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